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厚労省が発表！  

非正規労働者の 

「正社員転換・待遇改善プラン」 

◆「やむなく非正規」の割合を 
5 年間で約半分に 

厚生労働省は 1 月 28 日、派遣や契約
社員など非正規労働者の「正社員転換・

待遇改善プラン」を発表しました。 
企業への助成金の拡充・新設や職業訓

練、学校や地方自治体との連携などを通

じて、正社員の仕事がない等でやむなく非

正規で働く人の割合を 2016年度以降の 5
年間で大幅に減らしていくことを目指して

います。 
 

◆若年者・女性に多い 
「やむなく非正規」 

厚生労働省によると、非正規全体のう

ち、やむなく非正規で働く人（不本意非正

規雇用労働者 ）の割合は 2014 年 で

18.1％。その内訳を分析すると、若年層や
派遣社員・契約社員の比率が比較的高く、

また、男性に比べ女性のほうが雇用者に

占める非正規雇用の割合が高いことが、

女性が貧困に陥りやすい背景のひとつとさ

れています。これを踏まえ、同省では、不

本意非正規雇用労働者の割合を 2020年
度までに非正規雇用全体の 10％以下、
若年層（25～34歳）については 2014年の
28.4％から半減させるとしています。 

◆ハローワークの支援強化、助成金の

拡充、業界団体への要請などが柱  
具体的には、「ハローワークにおける正

社員求人の確保や正社員就職に向けた

担当者制による支援等」、「キャリアアップ

助成金の活用促進」、「業界団体への要

請」、「公的職業訓練や成長分野での人

材育成の推進」、「改正労働者派遣法の

円滑な施行」、「助成金を活用した有期契

約労働者の無期転換の促進」などの対策

を掲げています。 
 
◆正規と非正規の 

賃金格差縮小も目標に 
このほか、いわゆる「多様な正社員」の

推進や、正社員と非正規雇用労働者の賃

金格差の縮小も目標として掲げています。 
2014 年の調査では、正社員の月額は

31万 7,000円ですが、非正規は 20万円。
非正規の場合は定期昇給などもなく、50
代でみると約２倍の差になります。 
具体的な数値目標までは掲げませんで

したが、安倍政権が掲げる「同一労働同

一賃金」を進めるためのチームを省内につ

くるなどして、非正規の待遇改善を目指し

ます。 
 
◆2016 年度以降、順次対策を強化  
国が非正規の正社員化や待遇改善を目

指す包括的な計画を出すのは初めてで、

政府は既存の制度も含め、2016年度以
降に順次対策を強化していく方針です。 
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